
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
面
接
指
導
の
対
象
と
な
る
医
師
の
要
件
等
）

第
十
九
条

法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
当
分
の
間
、
第
五
十
二
条
の
二

第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
六
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
特
定
医
師
で
あ
つ
て
、

一
箇
月
に
つ
い
て
労
働
時
間
を
延
長
し
て
労
働
さ
せ
、
及
び
休
日
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
時
間
が
百
時
間
以
上

と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
（
以
下
「
面
接
指
導
対
象
医
師
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
同
令
第
六
十
九
条
の
三

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。）が
同
号
に
規
定
す
る
面
接
指
導
を
行
い
、

か
つ
、
法
第
六
十
六
条
の
八
第
二
項
た
だ
し
書
の
書
面
の
提
出
が
あ
つ
た
者
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
新
設
）

２

面
接
指
導
対
象
医
師
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
毎
月
一
回
以
上
、
一
定
の
期
日
を
定
め
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

面
接
指
導
対
象
医
師
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
管
理
者
に
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
六
十
九
条
の
三
第
二
項
第

二
号
に
規
定
す
る
面
接
指
導
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
十
二
条
の
二
第
三
項
、
第
五
十
二
条
の
三

及
び
第
五
十
二
条
の
四
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
面
接
指
導
対
象
医
師
が
受
け
た
面
接
指
導
の
証
明
）

第
十
九
条
の
二

面
接
指
導
対
象
医
師
に
対
す
る
面
接
指
導
に
係
る
法
第
六
十
六
条
の
八
第
二
項
た
だ
し
書
の
書

面
は
、
第
五
十
二
条
の
五
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
面
接
指
導
対
象
医
師
の
睡
眠
の
状
況
を
記
載
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
３

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
改
正
法
附
則
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
時
間
短
縮
計
画
を
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
都
道
府
県
知
事
」
と
い
う
。）に
提
出
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

開
設
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

管
理
者
の
氏
名

三

当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
名
称

四

当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
の
場
所

４

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
改
正
法
附
則
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
後
の
労
働
時
間
短
縮
計
画
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
変
更
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え

て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
五
条
の
規
定
、
第
六
条
の
規
定
及
び
第
八
条
の
規
定

改
正
法
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
二
月
一
日
）

二

第
一
条
の
規
定
及
び
次
項
の
規
定

令
和
四
年
四
月
一
日

三

第
七
条
の
規
定

令
和
五
年
四
月
一
日

（
技
能
研
修
計
画
の
確
認
に
係
る
準
備
行
為
）

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
医
療
法
施
行
規
則
第
百
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
八
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
六
条
の
八
並
び
に
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之


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